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 「人と話をすること」 

青少年育成鳥取県民会議 会長 八村 輝夫

　昨年の内閣府の研修で、一日に家族以外の何人の人と話をしているかということを議論しま

した。そして、少なくとも家族以外の十人には声をかけることが望ましいという話がありまし

た。気をつけていると、一日に十人の人に声をかけるということは、なかなか難しいことに気

がつきました。青少年育成鳥取県会議では、毎月第３日曜日を家庭の日と定めて、家族皆で食

卓を囲もうという運動をしています。また、家庭内でもおはようとかおやすみなさいとかの挨

拶をしようということも提唱しています。春の新学期、夏休み明けには「挨拶運動」として、

朝皆におはようと声をかけようという運動もしています。子どもたちの気持ちを知るとか、悩

みを知る為には、話をしなければいけません。「家庭の日」は、家族で食卓を囲んで話をしよ

うよという運動です。家庭の中でも親子の間でも、お互いに忙しく、ゆっくり話をする時間が

なくなってきています。今、人々はコミュニケーションがだんだん不得手になってきているよ

うに感じます。学生の就職試験でも人事採用者が一番重視するのがコミュニケーション能力で

す。

　コミュニケーションをとるには、まず声をかけることから始まります。まずは家庭の中で

「おはよう」とか「戴きます」とか、「ただいま」とか声をかけることが必要だと思います。

声をかけることによって、自分の気持ちや意見を他人に伝えることができるのです。家庭の中

で子どもたちに役割を与えること、お手伝いをさせることも声をかける話をするきっかけを作

る一つの手段ではないでしょうか。少しでも家庭の中での話しの時間を増やしていきたいもの

です。そのためには、父親、母親同士がもっと話をすることが必要なことは言うまでもありま

せん。今年は我が家でも声をかけることに努めていきたいと思っています。皆で、声かけ運動

をしてみませんか。
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